
市制 100周年記念返礼品コンテスト FAQ 

 

Ｑ１ 沼津市内に、本社や営業所などがありません。返礼品コンテストに参加できますか。 

 

Ａ１ 市内の本社や営業所の有無は、コンテストの参加条件に含まれません。出品した

い商品が、総務省が定める地場産品基準（平成 31 年総務省告示第 179 号）に適合

するものである場合、コンテストに参加することができます。 

市内に本社や営業所があっても、出品したい商品が、総務省が定める地場産品基

準（平成 31 年総務省告示第 179 号）に適合しない場合は、参加することができま

せん。 

 

 

Ｑ２ 総務省が定める地場産品基準（平成 31 年総務省告示第 179 号）に適合する返礼品

の具体例を教えてください。 

 

Ａ２  以下のとおりです。ご不明の点がございましたら、お問い合わせください。 

１ 沼津市内において生産されたもの 

（例）市内で生産された、みかん、お茶など 

 

２ 沼津市内において返礼品等の原材料の主要な部分が生産されたもの 

（例）市内で生産された牛乳や果物を主原料とし、市外で製造したジュースやア

イス 

 

３ 沼津市内において返礼品等の製造、加工その他の工程のうち主要な部分を行う

ことにより相応の付加価値が生じているもの 

（例）市外から仕入れた材料を市内で加工して製品化（干物、煮魚の真空パッ

ク、冷凍食品など） 

 

４ 沼津市内において生産されたものであって、近隣の他の市区町村の区域内にお

いて生産されたものと混在したもの（流通構造上、混在することが避けられない

場合に限る。） 

（例）沼津市内を含む JAの区域内で生産された米を出荷して、当該 JAが市外で

生産された米とブレンドし「○○米」として出荷するもの 

 

５ 沼津市の広報の目的で生産された沼津市のキャラクターグッズ、オリジナルグ

ッズその他これらに類するものであって、形状、名称その他の特徴から沼津市の



独自の返礼品等であることが明白なもの 

（例）アスルクラロ沼津の応援グッズ 

 

６ １～５に該当する返礼品等と当該返礼品等との間に関連性のあるものとを合わ

せて提供するものであって、当該返礼品等が主要な部分を占めるもの 

 （例）沼津港で水揚げされた魚と市外で生産したワサビ 

 

７ 沼津市内において提供される役務その他これに準ずるものであって、当該役務

の主要な部分が当該地方団体に相当程度関連性のあるもの 

 （例）大瀬崎でのダイビング体験、市内で宿泊・食事 

 

Ｑ３ 市制 100 周年記念返礼品コンテスト募集要項 ７ 応募条件 ⑷「市制 100 周年の基

本的な考え方である、「先人達への感謝と敬意」「誇りと愛着」「市民との協働」「次の 

100 年への新たな一歩」」とはそれぞれどのようなことですか。 

 

Ａ３ 以下のとおりとなります。（沼津市制 100 周年記念事業基本方針から抜粋）最後 

に例示を掲載しております。 

 

記念事業は、基本理念に従い 「先人達への感謝と敬意」「誇りと愛着」「市民との

協働」「次の 100 年への新たな一歩」を基本的な考え方として実施します。 

 

(1) 先人達への感謝と敬意 

沼津市が、交通の要衝、産業の拠点、学園都市等として栄える現在があること

が、多くの先人達に支えられてきたことを理解し、改めて「感謝」と「敬意」

をはらう機会を創出します。 

 

(2) 誇りと愛着 

沼津市の魅力を広く発信し、本市に関係する全ての方々が、本市に対する「誇

り」と「愛着」を抱いていただく機会を創出します。 

 

(3) 市民との協働 

市民一人ひとりが、未来に向けたまちづくりの担い手が自分自身であることを

自覚し、市民と行政との協働により、よりよい沼津を育む意識を醸成します。 

 

(4) 次の 100年への新たな一歩 

新たな歴史が創り出されていくスタートとして、子ども達に誇れる未来を描き、



誰もが未来の沼津に「夢」や「希望」を抱くことができる機会を創出します。 

   

 

（例）市制 100周年プレミアム干物セット 

      …伝統技術と沼津の自然を活かした商品 

     ⇒「先人たちへの感謝と敬意」、「誇りと愛着」など 

      ※１つ選んでいただければ構いません。 

   

 


